







CBD第 6 回締約国会議（COP6）が 2002 年に採択した「2010 年までに生物多様性の減少速度を
顕著に低下させる」という目標は、未達成となった⑴。
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 11 号　（2011 年 3 月 15 日）
日本における生物多様性バンクの実現可能性


























































　Madsen et al.（2010）によると、生物多様性の代償プログラムは、世界 16 カ国と EUで 39 の
プログラムが導入されており、その市場規模は最低でも年間 18 ～ 29 億ドルであり、年間













1972 年に成立した水質浄化法（Clean Water Act）404 節に基づくものであり、米国の水域⑶へ浚
渫物や埋立物を排出する場合には、湿地（Wetland⑷）への影響を回避、最小化し、その後に残る
影響については代償することが義務化している。この規制によって湿地の再生・保全の市場が生






















































































































注 1： 「州数」は、1998 年時点で当該手法を認可している州の数を示している。州数にはワシントンD. C. を
含み、合計 51 となる。
注 2：括弧内は内数で、認可されていても実際に使用した報告が 1998 年時点ではまだなかった州数である。
注 3：Process for Assessing Proper Functioning Condition（川岸などの湿地を評価する手法）


























































































小さい。例えば、日本の森林、約 2,500 万 ha のうち、林家などにより管理されているのは主伐


























は 63 件であり、うち、里山活動の協定が 7件成立し、4件が交渉中である。
　既に述べたように、国連ミレニアム生態系評価におけるサブ・グローバル評価の枠組みの中で
の「里山里海サブ・グローバル評価（SGA）」が 2006 年から開始したが、千葉県はその一環とし
て 2008 年 3 月に「千葉県の里山里海 SGA」プロジェクトチームを結成した。
　このチームでは、里地里山の現状と都市との関係を解析し、その将来に向けたシナリオづくり
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